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錯積掘啓

《観航離鐵鎧麗

I概要

地質調査を目的とする試錐は地下の状態を完全に把

握することに重点をおくことはいうまでもない.地質

は垂直的にも平面的にもいろいろと変化しているので

1本の試錐だけでは地質調査者に満足な試料を提供でき

ない場合も往々にしてある.しかし試錐は一般に多額

の費用がかかるので試錐を行なう以上地下の状態を判

読する上に必要なデｰタはできるだけ多数集録するよ

う努めなければならない.一般にはコアまたはスラッ

ヂ(切粉)によって地質の判読を行なっているがこの

ほかにも試錐作業中の種々の兆候や試錐記録から地質

的変化を地上で観察することができるのである.地

質を判読するための試錐作業の兆候にどのようなものが

あるかこれを分類してみると次のようである.

1.地質試料からの判読

イコアおよびスラッヂ

ロ循環水(色彩の変化および量的･質的変化)

㈮

愀

戀
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掘削装置および器具からの判読

スイｰベノレヘッド関係

イ油圧式では双針油圧計

口手送り式ではドリラｰの感触

ハ穿孔スピｰドメｰタ(掘進速度の変化)

ニトルクメｰタ(回転速度の変化)

ポンプ関係…･水圧計(循環水用)

原動機関係

イ電動機ではアシメｰタ

ロ内燃機関では音響(爆発音)

掘肖幟具関係

イ踏滅曲損傷の状態

減付着物の状態

3.統計か島⑳判競

イ掘進率

湾鴛ア繰取率

ハ掘遺表

ドリラｰまたは現場責任者は地質判読の定めは必要な

上記事項を全部観察しながら掘進を続けるとともに他

河内裏幸･丹治耕吉

面試錐事故を起こさないように種々の兆候に気を配らな

けれぱならないのである.しかし実際には地質的兆候

の観察や事故防止に全神経を長時間ついやすことは神々

むずかしい問題であってそれ故ある事項は犠牲にし

なければならないこともある.ドリラｰとしては生命

の危険にも連らなる事故防止に細心の注意を払うことは

当然のことでありこのことから計器類その他の兆候の

観察は時には若干見落すこともある.また計器類

(とくに双針油圧計と水圧計)の観察といっても細かい

変化は観察しにくいしあるいはまたその変化を一々記

帖していくこともたいへんな作業である.以上のこと

から双針油圧計と水圧計の読みは器械にまかせておいて

ドリラｰは掘削に主力を注ぐことができれば一挙両得

であろうという考えから後記のような自動記録装置を

試作し40年度で現地実験を行なってきた.この装置

に関しては後記することにして上記地質判読のための

諸要素のうちおもなものについて概要を述べると次の

通りである.

皿地質試料からの判読

試錐による地質調査はとくに処女地域においては

一般にコアを対象にして行なっている.コアは岩質

含有化石層相地層傾斜などを表わしていること薄

片を作ることによって岩石の光学的特性が削ることお

よびコアから物理的化学的の検査;分析ができること

などいろいろの特長があるので100%回収できれぱ

これにこしたことはない.

コアの並べ方には通常3通りの方法が用いられている.

第1の方法は西洋の本を読む時のように最上段から始め

て下段に向かいしかも各段とも左から右へ並べる方法

第2は蛇の通った跡のように最上段は左から右へ並べ

次段は右から左へさらに第3段は左から右へ並べる方

法である.第3の方法は縦に並べていく方法で右利

から左に向かっても左利から右へ向っても大きな違い

はない.いずれにしてもコアの混同防止のために1回

のコア採取ごとに木札で仕切り木札にはコア採取年

月周コア最深度などを記入しておくことが大切であ

る.またコアは風化しやすいのでできればビニｰル

などで包んでおきコアの試験･分析の時まで採取時の

状態を保てるように心掛けるべきである.�
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第1図掘進率図各試錐とも右側が掘進率(㎜/hr)左側はコア採

取率(%)を示し爽炭層の上限を基準面として配列して

ある.

スラツヂ試料はコア採取率の低下あるいは不可能の場

合にあるいは掘進に重点をおくため部分コア採取を行

なうような場合にもきわめて重要性を発揮する.スラ

ッヂはいうまでもなく主として刃先によって破砕された

物質よりなるがその外にコア相互の摩擦やコアおよび

孔壁に働く循環水の侵蝕作用あるいはボｰリングロッ

ドと孔壁との摩擦などのために砕かれた物質も加わるの

でその点も常に留意しておく必要がある.もしコア

が100%回収されるのであればスラッヂは余り重要で

はないがしかしそのような場合でもコア検査をする

前にスラッヂによって迅速に地質をチェックするのに

役立っている.
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循環水は試錐を行なう上に必要欠くべからざるもので

あるが他面地質を判読する上にもおさおさ観察を怠る

ことのできないものである.すなわち地質の変化によ

って循環水の色彩カミ変ることもあるし逸水湧水の場

合はバックにその兆候が直ちに現われてくるのでこの

ようなことから地質構造の判読にもかなり役立つこと淋

ある.この外温度変化は温泉地熱開発調査にまた

気泡の兆候水質の変化は地化学的調査の上にそれぞ

れ重要な役割りを果たすものである.

皿スイｰぺ拙へ拶ド関係からの判読

速度は地質判読上の重要な要素の1つであるのでこのス

ピｰドメｰタも地質調査用試錐には大いに活用されてよ

いと思う.この装置(第2図)は穿孔機スピンドノレの

進退にともなってこれと一体のマグネットコァムｰビ

ングバｰがいっしょに進退する機構になっている.ム

ｰビングバｰにはマグネットコァが連結されこれがコ

イノレ内を運動するので電磁誘導作用によりコイルにはマ

グネットコァの運動速度に比例した電圧カミ誘起される.

この電圧をピックアップで増幅して計器に指針させるの

であるが時計機構付きの記録装置により連続的に記録

させることもできる.

IV自動記録装蟹

最近の試錐機には小型機の一部を除いて油圧給進

機構がほとんど採用されている.その機構の1例は第

3図のごとくで油圧掘進を行なう場合

(i)ピストンの下部の油圧を開放にして(すなわちOに

して)掘進する場合(浅尺試錐)

(i1)3ソト滅一ルバルブ1ζよって上下の油圧を調節し扱

がら掘進する場合

(三三三)上部の油圧を｡として下部の油圧のみぽてバランス

掘進を行なう場合(深尺試錐)

の3通りがある､いずれの揚含にしても刃先の掘削抵

抗(この申には地質変化も含まれている)はボｰリング

濠ッドを伝って双針油圧計に変化を与える害凄花水圧

計(ポンプの送水圧)も地質によって(たと免ば泥質と

砂質)その違いをはっきり&指針してくれる帯売にも･

述べ恕ようにド!け一は常表計籍のみを観察し続けるこ

ともできないし計器の細かい動きは屍落し勝ちであり�
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第3図油圧系統

また個人差によって観察の違いも生じやすい.これら

の弊害をなくし誰でも公平に判読できるように計器の

動きを器械でもって自動記録させたのが岩石掘削抵抗

記録装置である.

この記録装置はバッテリ変速モｰタブルトン管お

よび記録紙の4つの部分からなりその配置要領を写輿

1に示す.バッテリは12Vのもので変速モｰタの電源

になっている.変速モｰタは第4図のごとき配線要領

で記録紙の巻取りに使用され巻取速度は4cm/minから

○速度までツマミ1コで適当な速度に調節できるように

なっている.これは実験室で短かい穿孔の実験をする

場合とか現地で深い試錐をする場合によっていろいろ

と巻取速度を変える必要があるからである.ブノレトン

管は20kg/cm2まで測定できるものを3コ使用し双針

油圧計と水圧計にそれぞれ連結される.本装置は試錐

機と同じ床上に置くと試錐機本体の震動でじゃまされる

マイクロ

スイ1チぽ

第4図変速モタ結線

ので長さ5㎜の高圧ホｰスを使用し櫓下以外の所に

設麿するようにした.

40年度では図幅調査の一端も兼ねて秋田県下の第三紀

層および基盤岩の調査で本装置の現地実験を行なった.

試錐コアは一見して泥質岩に宮ノしでいたがなかには大

きな軽石が散在していたりあるいは砂質泥岩が互層し

ていたがこれらは記録紙の解析でかなりよく現われて

いる.その実例を2,3挙げると次のようである.

(注記):記録紙の写真2,3,4に共通のことであるカ童各線と

も記録綱の左方に向って圧力は高く祖る基準輝(圧力の

Okg加㎜2線)は青緑(給圧)赤線(押上げ圧)ともに同一

にしたが黒線(送水圧)はもっと右の方に基準線をおいた.

各写真とも青緑(給圧線)はほとんど一直線を画いていた.

写禽2は押上げ圧(赤線)と送水圧(黒緑)とがいか

に対照的な姿を画くかを示したものでポンプ圧が上

がれば押上げ圧は下がり逆にポンプ圧が低くなれば

押上げ圧は高くなっている.これはポンプ圧か上カミ

ればボｰリングロッドが押上げられるので掘進の延び

写真1一①記録装置の正面

②記録装置の背面�
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③記録装置の皆蘭構造

青

線.

1'難

無

線

写輿2

写真4

写真5

時計武記録

装置による

掘さく状視

紀録図

簿蕪婁

時計式記録装置の配置要領

時計式詞録装置�
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篇糞養嗣鎌の一部

カミ低下し淀のと同じ意味である｡このため赤線から

地質の変化を求める花めには赤線から黒線の分を差

引いて描いた線から求めなければ校らない｡

写輿3は泥質岩と砂質岩の境カミ記録紙から読みとれると

ころを示し花ものでμ｡五0鰍付近から砂質岩に入って

いる(砂質岩の粒度は現在分析中),砂質岩に入って

から黒線は一定してきているのに赤線が波をうってい

るのはこの場合はコックバルブをちょっと調節し施

からである(この外岩有の欄い部分に当っ彪時もこの

ような姿を描くことがある)

写輿毎はすで紀基盤岩に入ってからのものでポンプ圧

力婁一定してい舜のに押上げ圧は大藷く変動している串

これは亀裂風化度合恥〃バルブの調節など紀起

因しているもので今後多数のデｰ歩からこれらの原

因が解鯛惑れていくものと思う曲

以上の実験の結果から次のような特質が挙げられる珪

弩④掘削状況カ潮銀紙ぽよって永久紀保存書れるので

.海ニニ1

花せることがで慧る､

㊥本裟濠を試作する前は第項鰯および写輿§のよう

な時計仕掛による円形記録紙を試作し施がそれ

を巻取り武柱状記録紙にかえ花のでその漢まの

姿で柱状図の役員を果たすことができる(写真1う)

◎掘進率および鴛ア採取率は地質判読の上にきわめ

て重要な意味をもつことは前記のとおりである.

このうち掘進率は撃蕪望で見られるように王チャ

ックの時間が鮪嫌に割出せるのでチャックごとの

掘進率が算出できる｡

θ記録紙から作業区別の配分(たとえばいバ昇降

掘進撮孔ケｰシング挿入縛冷)が算出で煮

るし試錐作業状況も削るので試錐グ)作業管理が容

易となる､

吟後⑳闘鰯廠

記録紙に現われる姿は対象地質によってあるいは掘

削方法や掘削籍異によっていろいると異なった姿を示す

はずである.現在のところ1本しか実績がないが今

後種々の地質あるいは掘削方法を実験しそれらを分類

して一定の解析方法を見出していく｡

今回はビット国転速度の変化を記録しなかったが

これも地質半｡諒の上紀役立つものと思われるのでこれ

を加えると共に循螺水の水質変化もたいせつな要素で

あるのでこれらを並列に記録できるような装置を試作

する.

後記

今回この装置を試作する前に

(i)記録紙の巻取速度を一定にし深度はその都度チ

ェックする方法

(ii)記録紙の巻取りをスピンドルの進退&連続させ掘

進深度に応じて掘進油圧&送水圧とを記録すると

共に時間的要素1ま一定間隔ごとに(たとえば五

分ごとあるいは6分ごと)チェックする方法

を考えてみ淀が深度と時間をを相対的に同時紀記録さ

せることはむずかしいので差当り前者の方法を採用し

錘薄皮餓

(童)柴胴遠来1試錐の進捗率の表示法の王茗簑に就て

炭磯技術籍獲巻錦遂号蝸⑪年

(11)河内輿幸1襲帥勝1加藤完1岐鼻燥住友金属鉱山

KK平瀬鉱山における試錐調査地質

調査所月報第ユ3巻第1号1962年

(i11)河内英華:長崎県佳抵保市下小高島構澄試錐の概

要地鷲調資所月報剃5巻第9号

螂堪年

(マ)利根ボｰリングKK:カタ買グ

(剛串村小四郎:試錐夏皿五961年王963年�
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地学

と

切手

蔵王国定公園

堀内恵彦

宮城･山形の県境にあって熊野岳(1841m)を最高峯

とするv'わゆる蔵王連峯を中心に付近の各種火山地形

をもうらした雄大な山岳景観が特色であって昭和38

年8月8目に国定公園の指定を受けました.その地

域は北は面白山から南は不忠山麓の長老沼までの約

100k㎜に及ぶ山陵とそれに含まれる東西の高原部分

約400.89k㎜2の面積の地域が公園区域となっています.

面白山…公園地域最北端にあリ南麓に国鉄仙山線の

面白山トンネルがあります.西麓紐葉川の渓谷は奇岩

奇勝が多く秋の紅葉カミことにすぐれております.冬

季には山麓がスキｰの適地となり仙山線に仮の駅も設

けられます.その西には古くから有名な1⊥時があり

すぐ前が山寺駅になっております.

ニロ峡谷…宮城県側作並･秋保から名取川上流を一

般にこう呼びますが公園地域にはとくにその上流部分

の景観にすぐれた部分が編入されております.とくに

有名なのは磐司岩と呼ばれる大岩で断層によって裂谷

を生じそれに侵蝕淋行なわれてできたものです.山形

への街道を進むと二口峠に出ますがここからは最上

平野や鳥海･朝日の山陵を遠く望めます.

鞠榊柳榊鮒漱

蔵王山…奥羽山脈にそびえる雄峯で古くは不忠山ま

たは刈田嶺と呼ばれていましたが天武天皇の時代に

行願僧都が吉野の金峰山の蔵王権現を1⊥順に祭ったので

蔵王山と呼ばれるようになPました.これは神社に改

められ刈田神社に合祭されました.また蔵王は澄

川と横川の上流を境にして北と南の二つにわかれており

ふつう蔵王といわれるのは北蔵王のことです.北蔵

王は二重式活火山で旧火口外輪山は最高峯の熊野岳か

ら西側をめぐり東南部の刈閏岳まで続いていますが

東北部は爆裂により欠けています占その中に東向きの

馬蹄型の火口をもっています.刈田岳の北に中央火

口丘の五色岳がありその酉腹にお釜と呼ばれる火口湖

があります.もとは噴煙をあげており水は温水でし

たが今ではまわりカミくずれて浅くなりまた噴煙もと

まっています.山頂一帯に植物がないのは火山活動の

新しいことを示すものです.東斜面は春の河原とよば

れる砂礫高原で高山植物の宝庫です.南蔵王は北蔵

王の東南にあって北よりも生成は古い二重火山ですが

全山樹木におおわれ広い裾野カ拡カミっています.

蔵王山麓には公園地城内外に温泉が多く北蔵王には

上の山･赤湯･蔵王南蔵王には遠州国･青根･峨々･

鎌先･小原などがあり登山の基地としておおいに利用

されています.ふつう蔵王高原といわれるのは北蔵

王西麓の山形県側の高原地で東西ともに雪質はよくス

キｰ場として有名です.杉か峯付近から刈田峠付近の

斜面に広がる樹氷は壮観で一見の価値があり最近は

東京からも直通のスキｰバスが運転されています.

切手は本年3月15目に10円(御釜を描く)一種が発行

されました.

鮒r鮒淋淋淋鮒r鰍淋鮒隷

第25回国際地質学会議(IGC)のおしらせ7)PrOb1emsofend09enousOredePosits

第23回IGCは1968年8月19～28目チェコス1･バキア8)Genesisandclassificationofsedim㎝tary

国プラｰグ市の工科大学で開催される予定ですが今回その｢ocks

第1回回状が送られてきましたので要点のみをおしらせg)StratigraphyofC㎝tralEuropeanLower

します･参加申込は所定用紙に記入して本年4月30日まPa1aeOzoicanditsco｢｢elatiOnwithOthe｢a｢eas

でに下記あて送らねばなりません.10)Tertiary/Quatemarybomdary

Organi2ingCommitteeoftheXX1IIIGC,11)Originofcoalandproblemsofitsdeposi･

)･t子･d･i也･t･･g･･1･gi･kチ,ti･n

Malostransk6曲m.19,Praha1,12)Engineeringgeologyincountry･Plann1ng

Czechos1o平akia13)0thersubjects

予定されている討論会の13分科会です.

1)Kao1indepositsandtheirgenesis巡検旅行は会期前および会期後の2種類あリチェコ国内

2)Genesisofmineralandtherma1watersのみのものボｰランドオｰストリアハンガリ□ルｰ

予定されている分科会マニアドイツ等にわたるものを含めて全都で50種類が予定

1)UpperMantleされています.

2)VolcanismandtectogenesisなおIGCと平行して下記の集合がもたれる予定です.

3)Orogenicbe1tsandthekre1飢iontointer-mIUGS,

ont伽estabIeblocksandfo閉1舳dIPU,
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